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１．開  会 

 

○濱口農業計画課長  

ただ今から、令和５年度第１回国営事業評価技術検討会を開催いたします。よろしくお

願いいたします。 

 本日は、お忙しい中、委員の皆様におかれましては、ご出席賜りまして誠にありがとう

ございます。 

 私は、北海道開発局農業水産部農業計画課長をしております濱口でございます。この後

委員長選出までの間、委員会の進行を務めさせていただきますので、どうぞよろしくお願

いいたします。 

 

２．農業水産部長挨拶 

 

○濱口農業計画課長  

それでは、開催にあたりまして、当局農業水産部長の細井からご挨拶を申し上げます。 

 

○細井農業水産部長  

皆さんこんにちは。農業水産部長細井でございます。 

 本日は、お忙しい中、国営事業評価技術検討会に御出席をいただきまして、誠にありが

とうございます。 

各委員の皆様におかれましては、日頃から北海道開発行政、とりわけ国営農業農村整備

事業の推進にあたりまして御理解、御協力を賜っておりますことに、改めて感謝を申しあ

げます。 

本年度の検討会につきましては、今週から新型コロナウイルス感染症が５類に移行した

ということを踏まえまして、コロナ以前と同様の進め方を基本に進めて参りたい、と思っ

ておりますのでどうぞよろしくお願いいたします。 

本年度の事業評価の対象地区でございますが、期中の評価地区が根室、美唄、今金南の

３地区、それから事後評価が利別川左岸、空知川の２地区となっております。 

地区数としては昨年度と同様となっておりますけれども、今年度も道南ですとか道東を

含めて遠方までお運びをいただくこととなろうかと思います。どうぞよろしくお願いいた

します。 

 北海道開発局といたしましては、農業農村整備事業の実施の効率性・透明性の確保をし

ながら進めていくためにも、この委員会で皆様から事業の評価をいただいた上で、今後の

事業の進め方などに活かして参りたいと考えておりますので、検討会ではどうぞ忌憚のな

いご意見をいただきたく存じます。 

各委員におかれましては、お忙しい中ご負担をおかけすると思いますけれども、どうぞ
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よろしくお願いいたします。 

 

３．委員紹介 

 

○濱口農業計画課長  

それでは、次第に沿って進めていきたいと思います。本日は、第１回目の委員会でござ

いますので、議事に先立ちまして、当技術検討会の委員にご就任いただいております先生

方をご紹介させていただきたいと思います。 

 五十音順にご紹介させていただきます。 

 井上誠司委員でございます。 

 井上京委員でございます。 

 紺野裕乃委員でございます。 

 長澤徹明委員でございます。 

 波多野隆介委員でございます。 

 森久美子委員でございます。 

 それでは続きまして、北海道開発局の出席者をご紹介させていただきます。 

 改めまして、農業水産部長の細井でございます。 

 農業水産部調整官の三野でございます。 

 事業計画推進官の高井でございます。 

 あと私、改めまして、農業計画課長の濱口でございます。よろしくお願いいたします。 

 

４．委員長選任 

 

○濱口農業計画課長  

続きまして、議事次第の４に移らせていただきます。 

 委員長の選任ということでございまして、配布資料２の９ページに国営事業評価技術検

討会設置要領を掲載してございます。こちらの第３条第２項によりまして、「委員長は委

員による互選とする」となってございます。 

まずは、委員の皆様から何かあればと思いますので、よろしくお願いいたします。 

 

○波多野委員  

長澤徹明先生を委員長に推薦したいと思います。先生よろしくお願いします。 

 

○濱口農業計画課長  

それでは、ただ今長澤委員を委員長に、というご推薦がございました。これにつきまし

て皆様、いかがでしょうか。 



- 3 - 

 

 

（「異議なし」と発言あり） 

 

○濱口農業計画課長  

ありがとうございます。 

 それでは、皆様方、ご異義がないということでございますので、長澤委員を委員長とい

たします。これ以降の検討会の進行につきましては、長澤委員長にお願いしたいと存じま

すので、よろしくお願いいたします。 

 

５．議  事 

 

○長澤委員長  

それでは選任されましたので、一言ご挨拶を申し上げます。 

今更言うまでもなく、この技術検討会は農業水産部の中に設置されている事業管理委員

会が国営事業評価の内容をとりまとめる、それを社会に出すという前の段階で、第三者で

ある我々がそれに対して意見内容を答申するというのが最終的な仕事になっており、皆さ

んのお手元にもある要領に書いてあります。 

私はその他にも国営事業、公共事業の評価を通じて社会に説明することを付託されてい

る、という気持ちを持っております。 

先ほどコロナの話も出ましたけれども、やや落ち着きつつあるとはいいながら、第９波

といったような話もありますし、この後どうなるかまだわからないと、そういう状況の中

でこの事業評価にあたっての資料だとか、地元の対応とか、色んなことで事務局にはお世

話になると思います。 

大変なご苦労をお掛けすることになると思いますが、お互いに意思を疎通して、情報を

共有し、適正・公平に評価をしたいと思います。事務局、それから委員の皆様方におかれ

ましては、これから約２ヶ月、ご協力のほどどうぞよろしくお願い申し上げます。 

 それでは、早速、お手元の議事次第に従って、議事に入りたいと思います。 

 最初に、審議事項の（１）国営事業評価技術検討会の運営について、事務局からご説明

をお願いいたします。 

 

○事務局（岡村）  

事務局より説明させていただきます。 

 お手元の資料２の令和５年度再評価・事後評価関係要領の９ページ、国営事業評価技術

検討会設置要領をお開き願います。本技術検討会の業務としましては、第２条に記載があ

りますとおり、技術検討会の業務は、「北海道開発局国営事業管理委員会による再評価及

び事後評価の結果を諮問し、意見を答申するもの」とございます。 
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 その手順としては現地調査を行っていただき、関係市町村、土地改良区、受益者等と意

見交換会を通じて、答申をいただくこととしております。 

 次に当技術検討会の公開のあり方につきましては、毎年、第１回目のこの検討会で決定

願っております。 

 配布資料の３でご説明させていただきます。本年度につきましては配布資料３のとおり

本会の公開要領について事務局案をご提案させていただきます。  

新型コロナウイルス感染症の５類移行を踏まえまして、従来の会場で行う会議を前提と

した公開要領といたしました。 

本会は原則として公開としております。一般傍聴につきましては、２以下の公開要領に

沿って傍聴していただくこととしております。 

議事の公表につきましては、配布資料とともに議事概要を公表いたします。また、議事

録は事務局で作成し、各委員に内容を確認いただいたうえで、公表しているところであり

ます。議事録については発言者名を記して公表しています。 

また、現地調査につきましては、各委員が地区の最終的な評価に対して、意見を述べる

ための途中段階で行っている調査でございますので、意見交換については非公開としてお

りますが、要請があれば実施日時、調査地区等を公表するとしております。 

なお、現地での意見交換の概要につきましては、第２回の技術検討会までに整理し、公

開いたします。 

委員へのマスコミ等からの取材については、事務局が窓口として対応するという運営方

をとりたいと考えています。以上でございます。 

 

○長澤委員長 

 ありがとうございました。 

 ただ今ご説明いただいたことにつきまして質問を受けたいと思いますが、その前に、か

いつまんで私の方からもう一度整理し、５点に絞って申し上げたいと思います。 

まず一つ、 

 ・一般傍聴を認め、公開要領に従って傍聴していだくこと。 

 二つ目に、 

・技術検討会の議事録については発言者名を記して公表すること。 

  三つ目、 

・現地調査については、各委員が地区の最終的な評価に対し意見を述べるための途中段

階で行っている調査であり、意見交換については非公開とする。ただ、要請があれば実

施日時、調査地区等は公表する。 

四つ目、 

 ・現地での意見交換の概要については、第２回の技術検討会においてその概要を公開す

ること。 
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 最後に五つ目ですが、 

 ・委員へのマスコミ等の取材については、委員は個別に対応しない。これは齟齬が出る

と運営に差し支えがあるので個別には対応しない、ということでございます。  

  ということを５点に絞ってまとめました。改めて委員の皆様方から、この運営方法につ

いてご意見ご質問があればよろしくお願いします。なんなりとどうぞ。 

 

（発言なし） 

 

○長澤委員長  

それでは特段のご意見がないようですので、本年度はただいま確認した内容で運営させ

ていただきたいと思います。それでよろしいでしょうか。 

 

○長澤委員長 

それでは異議なしと認めます。ありがとうございました。 

 なお、評価の意見を取りまとめていく段階で、運営方針に変化が生じた場合、どんなこ

とが発生するかわかりませんが、何らかの相談事が発生した場合には、改めて委員の間で

協議をして対応させていただきます。 

 それでは続いて、審議事項の（２）令和５年度再評価・事後評価地区について、事務局

から説明をお願いいたします。 

 

○事務局（菊池）  

農業整備課の課長補佐をしております菊池です。私から再評価地区の概要について説明

させていただきます。配布資料の４、１ページをご覧下さい。再評価地区につきましては

３地区ございます。 

１地区目につきましては国営かんがい排水事業根室地区。関係市町村につきましては根

室市、事業採択年度は平成25年度、受益面積は5,896ヘクタール、事業計画時点の事業費は

110億円。主要工事としましては、用水路105.3キロ、排水路2.6キロとなっております。 

２地区目につきましては国営緊急農地再編整備事業美唄地区。関係市町村につきまして

は美唄市、事業採択年度は平成25年度、受益面積は1,682ヘクタール、事業費は285億円。

主要工事としましては、区画整理1,682ヘクタールとなっております。 

最後、３地区目につきましては国営緊急農地再編整備事業今金南地区。関係市町村につ

きましては今金町、せたな町、事業採択年度は平成25年度、受益面積は1,224ヘクタール、

事業費は231億円。主要工事としましては区画整理1,224ヘクタールとなっております。以

上です。 
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○事務局（岡村）  

続きまして、農業計画課岡村のほうから事後評価地区の一覧について説明させていただ

きます。２ページに一覧表を掲載しております。事後評価につきましては、対象地区が２

地区ございます。 

 １地区目につきましては、直轄明渠排水事業利別川左岸地区。関係市町村は池田町、本

別町、事業期間は平成21年度から平成28年度、受益面積は1,014ヘクタール、事業費は59億

２百万円。主要工事としましては、排水機３箇所、排水路4.0キロメートルでございます。 

 ２地区目につきましては、国営総合農地防災事業空知川地区。関係市町村は富良野市、

上富良野町、中富良野町、事業期間は平成20年度から平成28年度、受益面積は4,530ヘクタ

ール、事業費は76億８千２百万円、主要工事としましては頭首工１箇所でございます。事

後評価につきましては以上です。 

 

○長澤委員長  

ありがとうございました。ただいまの再評価と事後評価とあわせて、何かご質問、ご意

見がありましたらどうぞ、お受けいたします。 

 

（発言なし） 

 

○長澤委員長  

再評価は何年後に行うとか、事後評価は完了後何年だとかは要領に書いてありますし、

みなさん経験済みの委員ですので、承知されていると思います。特段ないようですので、

次に移りたいと思います。 

続いて、技術検討会審議事項の（３）令和５年度スケジュールについて、事務局からご

説明をお願いいたします。 

 

○事務局（岡村）  

スケジュールにつきまして事務局よりご説明いたします。 

 配布資料の５、令和５年度国営事業評価技術検討会審議スケジュール、こちらをもって

説明させていただきます。 

スケジュールでございますけれども、７月中旬予定の第２回国営事業評価技術検討会ま

での間、各地区の現地調査を行い、その後、第２回国営事業評価技術検討会で評価結果に

ついて諮問させていただきまして、事業評価の結果に対して意見の答申をいただきたいと

考えております。 

 公表の時期は、配布資料２の２ページにございます国営土地改良事業等再評価実施要領

第７、同じく、資料２の５ページにございます国営土地改良事業等事後評価実施要領第５

に基づきまして、８月末までに公表することとしております。それに沿って技術検討会の
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審議を進めてまいりたいと思っております。タイトなスケジュールとなりますけれども、

よろしくお願いいたします。 

 

○長澤委員長  

ありがとうございます。そういったスケジュールで進めて参りますが、現地調査がこの

間５箇所あって、その後に第２回技術検討会があります。何か質問・意見ございますか。 

具体的な日程についてはご検討の上、このあと事務局から我々に知らせていただけるこ

とになりますね。 

 

○事務局（岡村） 

 はい。 

 

（発言なし） 

 

○長澤委員長  

それでは、本日の議事案件についてはこれで終了になります。ありがとうございました。 

 なお、本日の議事について、公表する議事概要の内容確認は私にお任せいただければあ

りがたく存じますが、いかがでしょうか。 

 

（「異議なし」と発言する者あり） 

 

○長澤委員長  

ありがとうございます。 

 それでは、本日の検討会の具体的な公表について、事務局から説明をお願いいたします。 

 

○事務局（岡村）  

本日の議事概要につきましては、委員長に内容をご確認いただいた上で、配布資料とと

もに公表する予定です。 

 議事録につきましても、各委員に内容をご確認いただいた上で公表したいと思います。

よろしくお願いいたします。 

 

○長澤委員長  

ありがとうございます。 

ご協力ありがとうございました。これで第１回技術検討会の審議を終了いたします。 
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６．閉  会 

 

○濱口農業計画課長  

委員長をはじめ皆様方、本日はどうもありがとうございました。以上をもちまして、令

和５年度第１回国営事業評価技術検討会を終了させていただきます。 

 

                                  以  上 


